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『西
遊
見
聞
』
に
見
え
る
外
国
地
名
お
よ
び
人
名
の
漢
字
表
記
に
つ
い
て

―
―
日
本
式
表
記
と
の
関
連
性
を
中
心
に
―
―

李

漢

一
、
は

じ

め

に

本
稿
は
、
命
吉
溶
の

『西
遊
見
聞
』
に
見
え
る
外
国
地
名
お
よ
び
人
名
の
漢

字
表
記
に
つ
い
て
調
査
し
、
ま
た
こ
れ
ら
と
日
本
の
地
名
や
人
名
表
記
と
の
関

連
に
つ
い
て
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
最
近
、
『西
遊
見
聞
』
の
語
彙
索
引

を
作
っ
た

（『西
遊
見
聞
』
索
引
、
博
而
精
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
、
ソ
ウ
ル
）。

こ
こ
で
は
今
回
作
っ
た
語
彙
索
引
集
を
も
と
に
し
て

『西
遊
見
聞
』
に
見
え
る

地
名

。
人
名
表
記
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
み
た
い
と
思
う
。
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用
さ
れ
て
お
り
、
韓
国
に
お
け
る
日
本
式
表
記
の
流
入
問
題
を
考
え
る
上
で
も

貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
特
に

『西
遊
見
聞
』
の
内
容
七
六
項
目
の
う
ち
、
二
六

瀬制詢喩鴻罐̈
卸琳瑠̈
細獄̈
鰤樺章』名っ衆廊御『希詢岬繊謹虎甜

ど
の
よ
う
に
処
理
し
た
の
か
、
興
味
が
そ
そ
ら
れ
る
部
分
と
も
言
え
る
。

一
九
世
紀
末
以
降
、
韓
国
語
の
語
彙
の
成
立
に
日
本
語
と
関
連
の
あ
る
も
の

が
少
な
く
な
い
。
近
代
文
明
と
関
連
し
た
語
彙
は
か
な
り
の
数
が
日
本
語
と
の

関
連
が
あ
り
、
外
国
の
地
名
と
人
名
表
記
も
例
外
で
は
な
い
。
筆
者
は
本
稿
を

通
し
て
こ
れ
ら
の
問
題
の
一
部
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。

二
、
韓
国

。
中
国

。
日
本
の
外
国
地
名
表
記
法
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
本
題
に
入
る
前
に
、
ま
ず
韓
国
や
日
本

。
中
国
に
お
け
る
外
国
地

名
の
表
記
法
に
つ
い
て
、
筆
者
の
見
解
を
若
干
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

体
］
」
は
細
ぃ
疎
ガ
は
「
い
痢
漿
嘲
純
れ
雅
土
地
の
名
前
を
表
す
も
の
で
、
具

一
、
国
家
名

¨
地
方
お
よ
び
行
政
区
域
、
州
、
道
、
県
、
郡
、
市
な
ど

二
、
自
然
地
名

¨
山
地
、
山
、
平
野
、
半
島
、
岬
、
諸
島
、
海
洋
、
湖
、
河

川
な
ど

曼



三
、
集
落
地
名

¨
都
市
、
村
落
、
繁
華
街
な
ど

四
、
交
通
経
済
地
名

¨
道
路
、
峠
、
運
河
、
工
業
地
帯
な
ど

五
、
観
光
地
名

¨
公
園
、
観
光
行
楽
地
な
ど

六
、
歴
史
地
名

¨
古
称
、
歴
史
学
的
地
名
な
ど

上
に
取
り
あ
げ
た
も
の
の
中
で
、
主
に
本
稿
と
関
連
の
あ
る
部
分
は
国
家
名
と

自
然
地
名
、
集
落
地
名
で
、
こ
れ
ら
は
地
名
表
記
の
主
要
部
分
を
成
す
も
の
で

あ
る
。「西

遊
見
聞
』
に
見
ら
れ
る
地
名
表
記
を
理
解
す
る
た
め
に
は
ま
ず
、
韓

・

中

。
日
三
国
の
地
名
表
記
と
の
相
互
関
連
性
に
つ
い
て
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。

よ
っ
て
こ
こ
で
は
、
韓

。
中

。
日
三
国
の
外
国
地
名
表
記
の
出
来
に
つ
い
て
簡

単
に
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
中
国
の
外
国
地
名
表
記
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
中
国
の
外
国
地
名
表

記
は
中
国
が
外
国
と
接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
歴
史
と
関
連
が
あ
る
。
中
国
が
世

界
に
接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
マ
テ
オ
リ
ッ
チ

（利
馬
宝
）
が
中
国
に
来
る

前
と
、
マ
テ
オ
リ
ッ
チ
が

『坤
輿
万
国
全
図
』
２

六
〇
二
年
）
を
通
じ
て
世
界

の
地
名
を
紹
介
し
た
時
期
、
マ
テ
オ
リ
ッ
チ
の
死
後

（
一
六

一
〇
年
）
に
分
け

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
マ
テ
オ
リ
ッ
チ
以
前
の
中
国
に
お
け
る
外
国
に
対

す
る
理
解
は
ア
ジ
ア
が
中
心
で
、
し
た
が
っ
て
外
国
地
名
に
対
す
る
表
記
も
主

に
ア
ジ
ア
大
陸
が
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。表
記
方
法
は
仏
経
の
翻
訳
と
『史

記
』
な
ど
の
歴
史
書
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
漢
字
で
音
訳
ま
た
は
意
訳
す
る

方
法
が
使
わ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
イ
ン
ド
を

「天
竺
」、
「印
度
」
（仏
経
）
と

記
し
、
ベ
ル
シ
ャ
を

「波
斯
」
と
記
す
こ
と

（『梁
書
」
と

『周
書
』
『魏
書
し

が
そ
れ
で
あ
る
。
マ
テ
オ
リ
ッ
チ
が
中
国
に
来
て

『坤
輿
万
国
全
図
』
を
作
っ

た
の
は
一
六
〇
二
年
で
、
こ
れ
に
よ
り
地
球
全
体
の
姿
が
中
国
に
知
れ
渡
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の

『坤
輿
万
国
全
図
』
は
ア
ラ
ビ
ア
を

「局
刺
比
亜
」、
ア
フ

リ
カ
を

「利
未
亜
」、
ア
メ
リ
カ
を

「亜
墨
利
加
」、
フ
ラ
ン
ス
を

「払
郎
察
」、

イ
ギ
リ
ス
を

「譜
厄
利
亜
」、
プ
ラ
ジ
ル
を

「伯
西
児
し、
メ
キ
シ
コ
を

「墨
是

可
」
と
記
し
て
い
る
。
『坤
輿
万
国
全
図
』
は
韓
国
と
日
本
に
も
伝
わ
り
、
こ
れ

ら
の
国
に
西
洋
を
紹
介
す
る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
こ
れ
と
同
時
に
こ

れ
ら
の
国
に
新
た
な
地
名
表
記
方
法
を
伝
え
て
い
る
。
マ
テ
オ
リ
ッ
チ
の
死
後
、

後
世
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
地
名
表
記
資
料
と
し
て
は
南
懐
仁
の

『坤
輿
全
図
』

（
一
八
〇
二
）
と
魏
源
の

『海
国
図
誌
』
２

八
四
七
）、
徐
継
除
の

『涼
環
志

略
』
全

八
四
八
）
な
ど
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
中
で
も
特
に

『海
国
図
誌
』
と

『涼
環
志
略
』
は
日
韓
両
国
に
伝
わ
り
、
西
洋
の
地
理
と
思
想
を
紹
介
す
る
上

で
大
き
く
寄
与
し
か
し
中
国
の
外
国
地
名
の
表
記
方
法
は
全
て
漢
字
で
表
記
さ

れ
、
大
部
分
は

「島
刺
比
亜
」、
「払
郎
察
」、
「亜
墨
利
加
」
な
ど
か
ら
見
る
よ

う
に
音
訳
法
が
使
わ
れ
た
が
、
一
部
は

「天
竺
」
ぷ
口衆
国
」
の
よ
う
に
意
訳
法

が
使
わ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

日
本
の
外
国
地
名
お
よ
び
人
名
表
記
は
、
使
用
文
字
の
上
で
二
種
類
に
分
け

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。　
一
つ
は
漢
字
で
表
記
す
る
方
法
で
あ
り
、
明
治
末

期
ま
で
が
こ
れ
に
当
た
る
。
明
治
期
ま
で
は
お
お
か
た
中
国
の
表
記
に
従
っ
て
、

漢
字
表
記
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
例
え
ば

「印
度
」
「詰
厄
利
亜
」
「欧
羅
巴
」

な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
も
う

一
つ
は

「
か
な
」
で
の
表
記
方
法
で
あ
る
。
日

本
は
中
国
と
違
い
漢
字
以
外
に

「
か
な
」
文
字
が
あ
る
た
め
に
、
人
名
や
地
名

を

「か
な
」
で
表
記
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
「
か
な
」
を
使
っ
て
西
洋
人
名

や
地
名
を
表
記
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
五
世
紀
以
後
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ

ギ
リ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
、
西
洋
諸
国
と
直
接
交
流
す
る
よ

う
に
な
っ
て
以
来
の
事
で
あ
る
。　
一
七
〇
八
年
ロ
ー
マ
教
皇
庁
宣
教
師
ジ
オ
バ

ニ
。
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
。
シ
ド
ッ
テ
ィ

（〇
】ｏ
く
，
ユ
ω
”
諄
【∽Ｓ
竣
０
２
じ

は
、
九
州

に
潜
入
し
布
教
活
動
を
す
る
間
に
逮
捕
さ
れ
た
。
彼
は
直
ち
に
江
戸
へ
押
送
さ



れ
、
政
治
家
で
あ
り
学
者
で
も
あ
っ
た
新
井
自
石
の
審
間
を
受
け
る
よ
う
に
な

る
。
新
井
白
石
は
後
日
、
審
間
結
果
を
も
と
に

『西
洋
紀
聞
』
２

七

一
五
）
を

書
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
書
の
中
で
新
井
白
石
は
外
国
の
人
名
や
地
名
を

「カ

タ
カ
ナ
」
を
使
っ
て
表
記
し
て
い
る
。

其
人
答
て
、
我
名
は
、
ヨ
ワ
ン

バ
ツ
テ
イ
ス
タ

シ
ロ
ー
テ
、
ロ
ー
マ
ン
、

バ
ラ
イ
ル
モ
人
也

江
戸
時
代
以
後

「
か
な
」
で
外
国
の
人
名
と
地
名
を
表
記
す
る
方
法
に
は
、
「と

る
，ど

（↓
●
『５
く
寛
政
九
巳
年
風
説
書
）、
「婦
ら
ん
春
」
３
８
●
８

寛
政
九
巳

年
風
説
書
）
で
見
ら
れ
る
よ
う
に

「
ひ
ら
が
な
」
を
使
用
す
る
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
こ
の
表
記
法
は
一
般
的
で
は
な
く
明
治
以
後
は
カ
タ
カ
ナ
を
使
う
こ
と
が

多
く
な
っ
た
。

日
本
に
お
け
る
外
国
地
名
や
人
名
の
漢
字
表
記
に
お
い
て
は
、
最
初
仏
経
な

ど
の
影
響
が
多
か
っ
た
が
、
『坤
輿
万
国
全
図
』
や

『海
国
図
誌
』
が
入
っ
て
か

ら
は
こ
れ
ら
の
表
記
に
従
う
こ
と
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
日

本
が
西
洋
と
本
格
的
に
接
触
す
る
よ
う
に
な
っ
た

一
八
六
〇
年
代
末
か
ら
は
、

外
国
地
名
表
記
に
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
一
つ
は

『坤
輿
万
国
全
図
』
や

『海
国
図
誌
』
に
な
い
地
名
や
人
名
を
ど
う
す
る
か
の

問
題
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
中
国
式
表
記
は
中
国
音
を
も
と
に
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
日
本
人
に
は
分
か
り
に
く
い
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
日
本

で
は
日
本
独
自
の
漢
字
表
記
を
考
案
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
が

福
沢
諭
吉
の

『世
界
国
尽
』
で
あ
る
。
『世
界
国
尽
』
に
は
二
三
二
の
地
名
の
う

（６
）

ち
、　
一
四
〇
が
福
沢
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
例
を
あ
げ
る
と

「ア
ラ
ビ
ア
」
を

「荒
火
屋
」、
「
シ
ベ
リ
ア
」
を

「志
辺
里
屋
し、
「
ロ
ン
ド
ン
」
を

「論
頓
」
と

表
記
す
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
以
降
、
日
本
で
は
外
国
の
地
名
と
人
名
を
表
記

す
る
の
に
日
本
独
自
の
表
記
を
考
案
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
こ
の
よ
う
に
新

し
く
作
ら
れ
た
日
本
式
の
外
国
地
名
や
人
名
が
韓
国
語
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

一
方
、
韓
国
の
外
国
地
名
表
記
は
日
本
と
同
様
に
漢
訳
仏
典
以
来
、
中
国
の

影
響
を
受
け
て
お
り
、
『坤
輿
万
国
全
図
』
や

『海
国
図
誌
』
以
後
も
中
国
の
表

記
を
そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。　
一
九
世
紀
末
以
降
は
、
日
本
式
の
漢

字
表
記
が
入
り
中
国
式
と
共
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、　
一
部
は
韓
国
式
表

記
が
考
案
さ
れ
使
用
さ
れ
た
り
も
し
た
。
し
か
し

一
九

一
〇
年
か
ら
は
日
本
の

植
民
支
配
が
始
ま
り
、
日
本
語
が

「国
語
」
と
な
る
に
伴
っ
て
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
の
外
国
地
名
が
日
本
式
に
変
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
使
用
す

る
文
字
に
お
い
て
は
、
開
化
期
以
前

（大
体

一
八
七
六
年
以
前
）
に
は
ほ
と
ん

ど
が
漢
字
表
記
さ
れ
て
い
た
が
、
開
化
期
以
後
は

「
ハ
ン
グ
ル
」
表
記
が
併
用

さ
れ
、　
一
九
四
五
年
以
後
は

「欧
羅
巴
」、
「印
度
」、
「濠
洲
」
な
ど

一
部
を
除

い
て

「
ハ
ン
グ
ル
」
表
記
に
変
わ
っ
た
。

以
上
日
本
と
韓
国
の
外
国
地
名
の
表
記
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
『西
遊
見

聞
』
で
は
こ
れ
ら
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
表
記
し
た
か
を
こ
れ
か
ら
見
る
こ
と
に

す
る
。

三
、
『西
遊
見
聞
』
の
外
国
地
名
お
よ
び
人
名
表
記

〓
Ｔ

一
、
「西
遊
見
聞
』
の
内
容

『西
遊
見
聞
』
は
、
韓
国
最
初
の
日
本
へ
の
留
学
生
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
ヘ

の
留
学
生
で
も
あ
っ
た
勲
吉
溶
が
西
洋
文
明
を
紹
介
す
る
目
的
と
し
て
一
八
九

五
年
に
出
版
さ
れ
た
啓
蒙
書
で
あ
り
、
全
二
〇
編
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
『西

遊
見
聞
』
は
西
洋
の
文
明
を
紹
介
す
る
中
で
、
西
洋
の
思
想
や
制
度
、
文
明
な

ど
の
聞
き
慣
れ
な
い
用
語
を
韓
国
語
に
書
き
記
し
て
お
り
、
韓
国
近
代
語
彙
の

（７
）

成
立
問
題
を
考
え
る
上
で
大
変
重
要
な
資
料
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
書



の
内
容
を
理
解
す
る
た
め
、
全
二
〇
編
の
目
次
を
日
本
語
に
訳
す
と
次
の
通
り

で
あ
る
。

第

一
編
　
　
地
球
世
界
の
概
論
、
六
大
洲
の
区
域
、
邦
国
の
区
別
、
世
界
の

山

第
二
編
　
　
世
界
の
海
、
世
界
の
江
河
、
世
界
の
湖
、
世
界
の
人
種
、
世
界

の
物
産

第
二
編
　
　
邦
国
の
権
利
、
人
民
の
教
育

第
四
編
　
　
人
民
の
権
利
、
人
世
の
競
励

第
五
編
　
　
政
府
の
始
初
、
政
府
の
種
類
、
政
府
の
治
制

第
六
編
　
　
政
府
の
職
分

第
七
編
　
　
収
税
法
規
、
人
民
納
税
の
分
義

第
八
編
　
　
政
府
の
民
税
費
用
の
事
務
、
国
債

第
九
編
　
　
教
育
制
度
、
養
兵
制
度

第

一
〇
編
　
貨
幣
大
本
、
法
律
公
道
、
巡
察
規
制

第

一
一
編
　
偏
党
気
習
、
生
涯
を
求
め
る
方
道
、
養
生
規
制

第

一
二
編
　
愛
国
忠
誠
、
該
嬰
撫
育
の
規
模

第

一
三
編
　
泰
西
学
術
の
来
歴
、
泰
西
軍
制
の
来
歴
、
泰
西
宗
教
の
来
歴
、

学
業
条
目

第

一
四
編
　
商
頁
の
大
道
、
開
化
の
等
級

第

一
五
編
　
婚
礼
の
始
末
、
葬
事
の
礼
節
、
朋
友
相
交
道
理
、
子
女
待
接
の

礼
貌

第

一
六
編
　
衣
服
飲
食
及
び
宮
室
の
制
度
、
農
作
及
び
牧
畜
の
景
況
、
遊
楽

の
景
像

第

一
七
編
　
貧
院
、
病
院
、
痴
児
院
、
狂
人
院
、
盲
人
院
、
唖
人
院
、
教
導

院
、
博
覧
会
、
博
物
館
及
び
博
物
院
、
書
籍
庫
、
演
説
会
、
新

聞
紙

第

一
八
編
　
蒸
気
機
関
、
蒸
気
車
、
電
信
機
、
遠
語
機
、
商
買
の
会
社
、
城

市
の
排
鋪

第

一
九
編
　
各
国
大
都
会
の
景
像
、
合
衆
国
の
大
都
会
、
英
吉
利
の
大
都
会

第
二
〇
編
　
仏
蘭
西
の
諸
大
都
会
、
日
耳
曼
諸
大
都
会
、
荷
蘭
の
諸
大
都
会
、

葡
萄
牙
の
諸
大
都
会
、
西
班
牙
の
諸
大
都
会
、
自
耳
義
の
諸
大

都
会

上
記
の
二
〇
編
の
う
ち
外
国
の
地
名
が
多
く
見
ら
れ
る
部
分
は
、
第

一
編
、

第
二
編
の
世
界
地
理
紹
介
部
分
と
、
第

一
九
編
、
第
二
〇
編
の
西
洋
の
国
別
の

大
都
市
部
分
で
あ
り
、
人
名
は
第

一
三
編

「泰
西
学
術
の
来
歴
」
と
第

一
八
編

の
西
洋
科
学
文
明
の
発
明
が
紹
介
さ
れ
る
部
分
に
集
中
し
て
い
る
。
外
国
地
名

お
よ
び
人
名
表
記
は
、
全
般
的
に
漢
字
だ
け
を
表
記
し
た
も
の
が
多
い
が
、　
一

部
は

「
ハ
ン
グ
ル
」
表
記
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。

三
。
二
、
『西
遊
見
聞
』
の
地
名
表
記

『西
遊
見
聞
』
に
見
え
る
地
名
は
、
大
陸
名
と
海
洋
名
、
国
名
、
自
然
地
名
、

地
域
名
お
よ
び
都
市
名
な
ど
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
中

で
大
陸
名
と
海
洋
名
、
国
名
に
限
っ
て
は
、
大
方

「
ハ
ン
グ
ル
」
表
記
と
漢
字

が
併
記
さ
れ
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
略
称
も
見
ら
れ
る
。
『西
遊
見
聞
』
に

見
ら
れ
る
外
国
地
名
の
全
体
像
を
理
解
す
る
た
め
項
目
別
に
整
理
し
て
み
る
と

次
の
通
り
に
な
る
。

〈大
陸
名
〉
¨
大
陸
を

〈洲
〉
で
表
示
し
、
六
大
陸
全
体
は
、
六
大
洲
（１３
‐
・０
）
と

示
し
て
あ
る
。
こ
の
六
大
洲
の
略
称
は
六
洲
（２
‐
１１
）
で
あ
る
。
括
弧
内
の
数
字

は
用
例
の
出
現
頁
を
表
し
、
出
現
頁
は
紙
面
の
関
係
上
、　
一
つ
の
み
あ
げ
る
こ

と
に
す
る
。



亜
細
亜
洲
（１３
‐２

な
ど
）
略
称
は
亜
洲
（朗
‐
７
な
ど
〉

欧
羅
巴
洲
（１２
‐
１
な
ど
〉
略
称
は
欧
洲
（１３‐
１
６
な
ど
）

阿
美
利
加
洲
（１３
，
４
な
ど
）
略
称
は
北
美
洲
（４‐２
‐
９
な
ど
）

南
阿
美
利
加
洲
（１４
１
・２
な
ど
）
略
称
は
南
美
洲
（棚
‐
９
）

南
北
ア
メ
リ
カ
州
の
合
称
は
、
南
北
阿
美
利
加
洲
（１９
‐
８
な
ど
〉
北
南
阿
美
利
加

洲
（４６
‐
・０
な
ど
）
阿
美
利
加
洲
（１２
‐
６
）
こ
れ
ら
の
略
称
は
南
北
美
洲
（脚
‐
２
）、

美
洲
（序
文

３
１
ｎ
）

阿
弗
利
加
洲
（１２
‐
５
な
ど
）

大
洋
洲
（１４
‐
ｎ
な
ど
）
大
西
洲
（４３
‐
９
）、
南
洋
大
洲
（晰
‐
ｎ
）

〈
五
大
洋
〉
¨
五
大
洋
全
体
が
見
ら
れ
る
が
、
「イ
ン
ド
洋
」
は
今
日
と
は
違
い
、

「印
度
海
」
に
な
っ
て
い
る
。

北
極
海
（４．
‐
５
）
南
極
海
（４．
‐
６
）
大
西
洋
（４．
‐
７
）
太
平
洋
（４．
‐
８
）
印
度
海

（４．
‐
９
）

〈国
家
名
〉
¨
八
三
ヶ
国
の
名
前
が
漢
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
と

中
国
は
二
種
類
の
表
記
が
あ
り
、　
一
部
は
当
時
ま
だ
独
立
し
て
い
な
い
国
も
含

ま
れ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
州

¨
一
九
ヶ
国

甘
保
杜
野
（１６
‐
４
）
甘
保
社
亜
（５３
‐
９
）
緬
旬
（１５
‐
ｎ
）
驚
累
裾
斯
坦
（１６
‐
４
）

西
蔵
（１６
‐
２
）
遅
羅
（１５
，
・０
〉
世
累
野
（１６
‐
９
〉
新
嘉
坂
ａ
●̈
”
”
●
ｏ
お

１６
‐
４
）

阿
富
汗
（脚
‐８
）
伊
蘭
９
８

２４
‐
ι

印
度
（１５
‐
・３
）
日
本
（１５
‐
８
）
清
国

（支
那

１５
‐
７
）
土
基
斯
坦
つ
〓
Ｆｏり一‥

１６
‐
４
）
巴
礼
斯
坦
（１６
‐
９
）
波
斯

（・６
‐
３
）
事
立
彬
（「
〓
】ぼ
す
ｏ
４６
‐
１
）

ョ
ー
ロ
ッ
パ
州

¨
計
二
五
ヶ
国
が
出
て
お
り
、
英
国
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
オ
ラ

ン
グ
の
表
記
は
複
数
で
あ
る
。

諾
威
（１７
‐
・３
）
楼
庸
尼
亜
（１８
‐
４
）
大
不
列
顛
（１６
‐
・４
）
大
列
顛
（５‐５
‐
４
）
英
吉

利
（１
‐
７
）
英
国
（１６‐
１３
）
略
称
は
英
（佃
‐
１３
）
白
耳
義
（１７
‐
７
）
略
称
は
白

（躙
‐
・３
）
普
魯
士
Ｇ
〓
２
ご
鋼
‐
１０
）
略
称
は
普
（４７９
‐
・０
）
宝
妬
尼
亜
（ω
ｏ
多
●
ご

６０
‐
８
）
仏
蘭
西
（１７
‐
１
）
略
称
は
法
（鵬
‐
１２
）
仏
（１
‐
１３
）
山
馬
利
路
（１７
‐
８
）

西
班
牙
（１７
‐
・４
）
西
比
亜
（１８
‐
６
）
瑞
西
（１７
‐
・２
）
瑞
典
（１８
‐３
）
俄
羅
斯
（１６
‐

１０
）
安
道
羅
（１７
‐
・０
）
愛
爾
蘭
（島
Ｘ
５‐６
‐
・
）
阿
爾
蘭
（島
×
塑
‐
７
）
填
地
利

（・７
‐
３
）
伊
太
利
（１０
‐
２
）
日
耳
曼
（１７
‐
２
）
丁
抹
（１７
‐
９
）
土
耳
基
（１６
‐
８
）

葡
萄
牙
（１２
‐
１
）
略
称
は
葡
萄
（２６
‐
・２
）
荷
蘭
（１７
‐
６
）
和
蘭
（１
‐
６
）
懸
蘭

（コ
●
】“
●
α
６０
‐
８
）
旬
牙
利
（１７
‐
４
）
希
臓
（１８
‐
２
）

ア
フ
リ
カ
州

¨
計

一
四
ヶ
国
が
出
て
い
る
。

羅
伊
比
頼
亜
（１８
‐
・４
）
馬
寄
塞
（１９
‐
２
）
謁
支
累
亜
（１９
‐
６
）
埃
及
（１８
‐
９
）
鳥

満
（１９
‐
３
）
貴
尼
６
●
】〓
●
４５
‐
７
）
摩
洛
可
（１８
‐
・０
）
模
潜
伯
（〓
Ｒ
”
ヨ
げ
ｏ̈
〓

・９
‐
７
）
冒
潜
伯
（４５
‐
ｎ
〉
阿
排
時
尼
亜
（１８
‐
・２
）
蘇
丹
（１９
‐
５
）
土
蘭
斯
抜
含

・９
‐
１
〉
社
立
八
利
（１８
‐
・３
）
社
尼
斯
（１８
ｉ
ｎ
〉
屠
支
排
（１９
‐
４
）

ア
メ
リ
カ
州

¨
南
北
ア
メ
リ
カ
全
体
で
二
三
ヶ
国
が
登
場
し
て
い
る
が
、
ア
メ

リ
カ
に
お
い
て
は
合
衆
国
、
花
妨
国
、
北
美
合
衆
国
、
阿
美
利
加
な
ど
四
通
り

の
表
記
が
見
ら
れ
る
。

佳
那
多
（２‐
‐
１
）
寄
倫
比
（２０
‐
３
）
斯
太
楼
可
（２０
‐
５
〉
高
斯
太
楼
加
（‐４７
‐
５
）

瓜
多
磨
羅
（１９
‐
・２
）
貴
礼
那
（０
●
【“
●
”

３７
‐
７
）
貴
崖
那
（２．
，
２
）
赳
排
（島
）

８
●
げ
”
２．
‐
３
〉
墨
西
専
（１９
‐
ｎ
〉
麦
時
古
（１９
‐
ｎ
〉
抜
利
比
亜
（２０
‐
８
）
秘
魯

（２０
‐
７
）
彬
崖
朱
越
那
（２０
‐
４
）
山
道
明
澳
（２０
‐
１３
）
聖
撤
排
多
（８０
‐
９
）
亜
然

丁
（２０
‐
１０
）
厄
瓜
多
（２０
‐
６
）
猶
羅
貴
（２０
‐
■
）
尼
可
羅
果
（８０
‐
ｎ
）
智
利
（２０
‐

９
）
把
羅
貴
（２０
‐
１４
）
波
羅
馬
９
●
ヨ
”
ヨ
●
１４
‐
１
）
巴
西
（２０
‐
２
）
合
衆
国
（３

１９
）
花
妨
国
（３
１
９
）
北
美
合
衆
国
（朋
‐
４
）
阿
美
利
加
（翻
‐
９
）
許
太
伊
（２０

‐
・２
〉
混
斗
羅
斯
（１９
‐
・３
）

大
洋
洲
（オ
セ
ア
ニ
ア
州
）
¨
ま
だ
独
立
国
で
は
な
か
っ
た
二
つ
の
イ
ギ
リ
ス
殖

民
地
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

大
洋
洲
〈＞
●
資
８
】，

３．
‐
３
）
楼
質
蘭
（Ｚ
ｏ■
Ｓ
，
】”
う
０
躙
‐
１
〉

〈地
域
、
行
政
区
域
名
〉
¨
西
洋
の
行
政
区
域
名
と
し
て
「府
」
が

一
四
例
、
「州
」

が

一
二
例
、
「郡
」
が
二
例
見
え
る
。
東
洋
の
例
と
し
て
は
、
「満
洲
」

一
つ
の



み
が
出
て
い
る
。

～
府

¨
可
多
瓦
府
（Ⅲ
‐
６
）
屈
羅
秀
古
府
（硼
‐
９
）
紐
約
府
（佃
‐
１０
〉
羅
馬
府
（５‐３
‐

‐２
）
来
丁
府
（晰
‐
１３
）
圃
敦
府
（硼
‐
１０
）
馬
細
逸
府
（瑚
‐
６
）
満
様
秀
太
府
（５‐９
‐

６
）
発
太
毛
府
（４７９
‐
５
）
細
勃
府
（翻
‐
７
）
巌
秀
憶
淡
府
（Ｗ
‐
１４
）
約
紐
府
（認
‐

４
）
巴
黎
府
（Ｖ
‐
ｎ
）
巴
里
府
（脚
‐
２
）

～
州

¨
葛
尼
布
尼
亜
州
（１２
‐
Ｉ
）
敬
礼
斯
太
州
（５７
‐
４
）
紐
約
州
（６．
‐
５
）
蘭
桂
沙

州
（５‐５
‐
・３
）
流
咸
沙
州
（３３
‐
・０
）
磨
沙
州
（序
文
３
１
９
）
磨
沙
朱
細
周
州
（靱
‐

２
）
敏
礼
昭
太
州
（６．
‐
５
）
富
禄
吉
仁
州
（硼
‐
８
）
北
可
死
利
那
州
（３３
‐
ｎ
）
椿

細
州
（４９３
‐
９
）
布
魯
漢
秀
州
（瑚
‐
７
）
布
畦
（２．
‐
９
）

～
郡

¨
南
方
州
郡
（４７
‐
・４
）
雹
仁
利
衆
郡
（晰
‐
８
）

〈自
然
地
名
〉
¨
自
然
地
名
は
郡
、
城
、
火
山
、
江
、
公
園
、
橋
、
島
、
礼
拝
堂
、

半
島
、
海
邊
、
山
、
河
、
海
、
湖
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
整
理
し
て
み

る
と
、
次

の
よ
う
に
な
る
。

～
城

¨
多
仏
仁
城
（圏
‐
１
）

～
火
山

¨
葛
郎
剛
火
山
（１０
‐
１３
）
高
済
貴
那
火
山
（１０
‐
１２
）
比
秀
比
亜
火
山
（１０
‐

２
）
秀
厚
頼
火
山
（１０
‐
ｎ
）

～
江

¨
葛
南
比
亜
江
（５７
‐
９
）
葛
老
羅
道
江
（５７
‐
８
）
甘
保
社
亜
江
（５５
‐
・２
〉
甘
比

亜
江
（５６
‐
・３
）
高
馬
茶
江
（４９
‐
・４
〉
骨
礼
磨
江
（５５
‐
・４
）
那
逸
江
（５６
‐
９
）
那
八

那
他
江
（５８
‐
４
）
尼
猪
江
（５６
‐
ｎ
）
帯
奈
江
（５６
‐
２
〉
大
揖
江
（２６
‐
２
〉
敦
江

（５６
‐
７
）
東
江
〈ψ
‐
９
〉
洞
久
斯
可
江
（６０
‐
４
）
斗
羅
河
江
（５６
‐
９
〉
社
衛
那
江

（５６
‐
８
）
羅
仁
江
（２６
‐
５
）
礼
那
江
（５５
‐
・４
）
礼
斗
江
（５７
‐
６
）
礼
斯
太
江
（５６
‐

７
）
礼
乙
遜
江
（５７
‐
２
）
礼
巴
江
（５６
‐
７
）
老
温
江
（５６
‐
５
）
累
伊
斯
江
（５７
‐

３
）
利
悟
楽
老
江
（５８
‐
３
）
利
伊
斯
江
（５０
‐
４
）
馬
大
羅
江
（５８
‐
３
）
馬
頼
江

（５８
‐
６
）
幕
違
礼
那
江
（５７
‐
‐３
）
麦
堅
支
江
（５７
‐
７
）
帽
鶴
江
（５７
‐
７
）
美
時
什

被
江
（５７
‐
４
）
美
朱
里
江
（５７
‐
６
）
抜
家
江
（４９
‐
・０
）
非
秀
出
那
江
（５６
‐
２
）
沙

秀
可

治
元
江
（５７
‐
１
）
珊
瑚
阿
緊
江
（５７
‐
８
）
山
厚
安
江
（６．
‐
９
）
索
圧
礼
江

（５７
‐
３
）
瑞
江
（４９
‐
・０
）
瑞
華
江
（４９
‐
・４
）
石
太
面
土
江
（５７
‐
８
）
先
圧
傑
江

（５６
‐
‐３
）
聖
老
連
秀
江
（５７
‐
２
）
秀
太
干
江
（５７
‐
・０
）
甚
布
素
江
（５７
‐
９
）
阿
干

沙
秀
江
（５７
‐
６
）
阿
奈
巴
羅
江
（５５
‐
・４
）
愛
無
江
（４９
‐
・０
）
楊
子
江
（２４
‐
‐２
）
務

羅
臥
多
江
（５５
‐
・２
）
驚
道
江
（２６
‐
６
）
逆
道
江
（５６
‐
２
）
五
蘭
枝
江
（５６
‐
・２
）
五

利
老
高
江
（５７
‐
・２
）
澳
排
江
（鵬
‐
１
）
遂
他
華
江
（５７
‐
３
）
澳
賀
溌
江
（５７
‐
６
）

長
瑞
江
（５６
‐
３
）
愚
鍾
謁
奈
江
（５８
‐
３
）
元
圧
勢
伊
江
（５６
‐
１
）
裕
昆
江
（５７
‐

９
）
幽
布
礼
朱
江
（５５
‐
・３
〉
睾
謁
江
（４９
‐
‐０
）
乙
富
江
（５６
‐
３
）
仁
多
秀
江
（５５
‐

・２
）
逸
尼
江
（４９
‐
ｎ
〉
潜
排
支
江
（５６
‐
‐３
）
中
央
羅
仁
江
（２８
１
７
〉
陀
林
江
（４９
‐

Ｉ
）
佗
逸
江
（２３
‐
９
）
陀
婆
祖
寿
江
（５８
‐
３
）
土
爵
親
江
（５８
，
４
〉
特
階
江
（５０
‐

１
）
巴
他
江
（５８
‐
４
）
蒲
江
（２８
‐
８
、
鵬
１
５
）
布
礼
苧
江
（５７
‐
９
）
賀
春
江
（３３
‐

・３
）
咸
抜
土
江
（５０
‐
４
）
歌
満
道
江
（４９
‐
ｎ
）
黒
竜
江
（２４
‐
・２
）

～
公
園

一
昆
高
道
公
園
（認
‐
８
）
礼
八
軟
土
公
園
（淑
‐
８
〉
頼
伝
土
公
園
（ｍ
‐
６
〉

宣
点
秀
公
園
（５‐‐
‐
４
）
佑
社
蘭
公
園
（鵬
‐
４
）
中
央
公
園
（獅
‐
２
）
被
道
素
文
公

園
（調
‐
２
〉
画
野
満
公
園
（調
‐
３
）
華
爾
土
公
園
（５‐‐
‐
１４
）
戯
屋
公
園
（即
‐
ｎ
）

～
橋

¨
圃
敏
橋
（昴
‐
１
）
西
美
尼
秀
多
橋
（湖
‐
１２
）

～
島

¨
雹
麟
蘭
島
（４２
‐
６
）
大
東
洋
島
（１４６
‐
・０
）
赳
排
島
（２．
‐
３
）
馬
爵
塞
島
（“
‐

１０
）
満
巴
丹
島
（硼
‐
８
）
蘇
格
蘭
島
（２８
‐
２
）
詩
実
礼
島
（２７
‐
９
）
阿
爾
蘭
島

（麟
１
７
）
愛
爾
蘭
島
（調
‐
２
）

～
礼
拝
堂

¨
老
脱
羅
南
礼
拝
堂
（認
‐
３
）
聖
八
秀
礼
拝
堂
（５‐３
‐
ｎ
）
聖
彼
得
礼
拝
堂

（５‐３
‐
‐２
）
押
坪
礼
拝
堂
（５‐４
‐
・
）

～
半
島

¨
蔑
頼
半
島
（６４
‐
・０
）
葉
圧
頼
多
半
島
（４７
‐
６
）
伊
太
利
半
島
（２６
‐
１
〉

～
海
邊

¨
愛
斗
利
崖
特
海
邊
（２６
‐
２
）
全
遂
阿
海
邊
（２７
‐
８
）
太
平
洋
海
邊
（５０
‐

２
）
賀
春
海
邊
（６．
‐
３
）

～
山

¨
耳
斯
几
利
杜
山
（３２
‐
９
）
可
蔽
治
安
山
（２７
‐
２
）
巨
利
斯
脱
山
〈２９
‐
・２
）
巨

馬
輪
山
（２９
‐
‐２
）
鍾
あ
朱
山
（２４
‐
９
）
覚
輸
山
（２２
‐
２
）
赳
越
蘭
山
（４９
‐
９
〉
肯

咸
山
（２３
‐
‐１
）
斗
頼
昆
山
（５６
‐
・２
）
礼
保
茶
山
（謝
‐
６
）
禄
難
山
（５７
‐
１
）
文
那

山
（謝
‐
６
）
抜
諌
山
（２７
‐
５
）
抜
礼
伊
山
（４９
‐
７
〉
宝
樹
支
山
（２８
‐
７
〉
北
部
山

（躙
‐
１０
）
第
楽
求
山
（３３
‐
ｎ
）
彬
茶
山
（２４
‐
９
）
彬
茶
寿
山
（２７
‐
５
）
西
埃
乙
布

山
（２７
‐
７
）
率
老
満
山
（２４
‐
４
）
時
務
羅
礼
排
多
山
（２７
‐
・２
）
時
務
羅
礼
保
多
山

（３３
‐
３
）
時
務
羅
馬
斗
頼
山
（３２
‐
・４
）
幾
嵯
翅
山
（５２‐
１
８
）
阿
片
仁
山
（１２
‐
９
）

安
道
秀
山
（３７
‐
・２
）
謁
太
伊
山
（４９
‐
９
）
謁
蔽
仁
秀
山
（２８
‐
８
）
愛
突
羅
斯
山

（３０
‐
１
）
愛
斗
老
山
（５７
‐
７
）
埃
乙
布
山
（２６
‐
４
）
葉
富
楼
朱
山
（２４
‐
４
）
五
臨



坂
秀
山
上
（卸
‐
２
）
臥
沙
衆
山
（３３
‐
４
）
結
濯
寿
山
（２４
‐
４
）
櫨
羅
秀
山
（２４
‐

６
）
土
蘭
泄
比
尼
亜
山
（２７
‐
２
）
渾
社
程
豊
山
（２４
‐
２
）
華
爾
土
山
（３３
‐
‐０
）
喜

馬
拉
山
（２４
‐
・４
、
咄
‐
１
）

～
河

¨
斗
羅
河
（５６
‐
９
）
林
布
蒲
河
（５６
‐
‐４
）
馬
細
河
（５‐５
‐
・３
、
５‐６
‐
６
）
磨
仁
岸
河

（即
１
７
）
美
時
什
被
河
（３４
‐
５
）
伯
昆
河
（５７
‐
７
）
富
楼
寿
河
（５８
‐
３
〉
沙
温
河

（鵬
１
７
）

西
支
河
（欄
‐
２
）
細
菌
河
（跡
‐
４
）
蘇
西
運
河
（１３
‐
９
）
秀
布
礼
河

（瑯
‐
１
）
愛
馬
尊
河
（５７
‐
・４
）
死
連
斯
古
河
（５５
‐
‐４
）
宇
楼
鍾
河
（５８
‐
４
）
乙
保

老
河
（５６
‐
５
）
乙
富
河
（湖
‐
９
〉
仁
斗
巨
羅
河
（５５
‐
‐４
）
鶴
嶋
河
（５７
‐
８
）
智
富

羅
河
（５８
‐
３
）
徴
久
河
（５８
‐
４
〉
察
寿
河
（鵬
‐
７
）
探
秀
河
（調
‐
９
）
片
焼
河

（５６
‐
・２
）
蔽
古
河
（５６
‐
８
）
布
土
幕
河
（欄
‐
１０
）
浩
道
遜
河
（硼
‐
９
）
黄
河
（２４
‐

‐２
）

～
海

¨
可
秀
比
安
海
（２４
‐
・０
）
貴
尼
海
（５６
‐
・２
）
南
極
海
（４．
‐
６
）
美
時
那
海
（２７
‐

８
）
抜
特
海
（５６
‐
３
〉
排
”
海
（１３
‐
・２
）
北
極
海
（２４
‐
ｎ
）
寿
便
瑞
海
（６０
‐
１
）

愛
斗
利
崖
特
海
邊
（２６
‐
２
）
愛
謁
海
（４９
‐
・０
）
五
海
（４．
‐
１０
）
援
特
海
（６０
‐
８
）

印
度
海
（４．
‐
９
）
日
耳
曼
海
（５６
‐
３
〉
地
中
海
（３０
‐
１
）
紅
海
（４３
‐
４
）
黒
海

（５６
‐
７
）

～
湖

¨
可
茶
湖
（６０
‐
１３
）
可
美
湖
（５９
‐
８
）
可
秀
比
安
湖
（６３
‐
４
）
難
魚
那
湖
（６０
‐

１
）
昆
秀
大
斯
湖
（６０
‐
１２
）
那
渡
家
湖
（６０
‐
９
）
丹
家
尼
可
湖
（６．
‐
２
）
台
特
阿

可
湖
（３６
‐
・４
）
大
北
湖
（５７
‐
２
）
大
塩
湖
（５９
‐
・０
）
洞
庭
湖
（６０
‐
５
）
礼
可
尼
果

湖
（６．
‐
８
）
礼
満
湖
（６０
‐
１２
）
馬
那
葉
湖
（６．
‐
８
）
馬
羅
可
宝
湖
（６．
，
１０
）
馬
祖

頼
湖
（６０
‐
１３
）
美
時
干
湖
（硼
‐
６
）
抜
家
須
湖
（５９
‐
３
〉
排
葛
湖
（６０
‐
４
）
伯
土

利
亜
湖
（５６
‐
・０
）
琵
琶
湖
（６０
‐
６
）
秀
布
利
あ
湖
（５７
‐
３
）
謁
排
土
湖
（６．
‐
１
）

崖
亜
湖
（６０
‐
１
）
五
大
家
湖
（６０
‐
９
）
五
原
湖
（５９
‐
・２
）
温
大
利
遂
湖
（６‐
‐
６
）

臥
鍾
湖
（５９
‐
・２
）
完
湖
（６０
‐
７
）
宇
楼
眉
湖
（６０
，
７
）
元
圧
白
湖
（５７
‐
２
）
乙
富

湖
（５９
‐
５
）
乙
巴
斗
湖
（５６
‐
９
）
揖
布
湖
（４９
‐
■
）
伊
勢
遂
湖
（６０
‐
１３
〉
伊
太
斯

可
湖
（５７
‐
４
）
朱
益
湖
（６０
‐
１２
）
遮
社
湖
（４９
‐
・４
）
太
太
耳
寄
湖
（５９
‐
・３
）
土
蓮

秀
湖
（６０
‐
１
）
蔽
利
美
社
湖
（５９
‐
・２
）
休
論
湖
（６．
‐
６
）

〈都
市
名
〉
¨
東
洋
の
都
市
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
西
洋
の
都
市

の
み
見
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
を
国
別

に
整
理
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ア
メ
リ
カ

¨
謁
那
富
馬
（＞
】，
げ
ｏ
日
●
３３
‐
８
）
発
太
毛
（”
●
こ
ヨ
ｏ
お

１７９
‐
５
）
宝
樹

敏
０
８
一ｏ
●
翻
‐
３
）
富
禄
吉
仁
（”
８
ｏ
オ
】く
コ
ψ
‐
９
）
池
家
皐
８
デ
】８
８

調
‐

５
）
肇
智
亜
（０
８
【咀
●
３３
‐
８
）
満
巴
丹
（〓
”
●
〓
諄
”●
●
硼
‐
８
）
磨
沙
朱
細
周

州
（〓
，
８
８
，
５
ｏ
”お

仰
１
２

略
称
は
磨
沙
州
）
敏
礼
昭
太
（〓
】●
●
ｏ８
●

６．
‐

５
）
紐
約
（Ｚ
ｏ
■
く
９
ヤ
硼
‐
７
）
続
咸
沙
流
（Ｚ
ｏ
■
〓
”
ヨ
フ
〓
３

３３
‐
・０
）
格
細

（ｚ
ｏ
モ
旨
あ
Ｑ

硼
‐
９
）
北
専
冗
利
那
（Ｚ
ｏ
ユ
，
０
曽
ｏ
】】ｏ
●
３３
ｉ
ｎ
〉
必
那
達
彼
亜

９
〓
】”
Ｏ
ｏ
】●
〓
”
欄
‐
２
）
桑
港
（
∽
”
亀
Ｓ
●
ｏ
】８
ｏ
訓
‐
Ｉ
）
山
布
蘭
世
斯
古
（５３

２
〉
華
盛
敦
（■
３
ゴ
す
」
ｏ
●
卿
ｉ
ｎ
）

イ
ギ
リ
ス

¨
多
仏
仁
（∪
●
げ
】〓

５２‐
―
・２
）
伊
丹
堡
８
Ｑ
一●
Ｏ
ｃ
置
〓
脚
‐
１０
）
屈
羅
秀

古
６
一３
鴨
）■

価
‐
９
）
蘭
桂
沙
８
●
５
ｏ
２
，
一お

５‐５
‐
・３
）
立
務
八
θ
】６
０
●
２

５‐５

‐
・２
）
固
敏
∩
ｂ
●
Ｏ
ｏ
●
卸
‐
１４
〉
満
様
秀
太
（〓
”
●
ｏ
ゴ
８
一９

５‐７
‐
９
）
西
美
尼
秀

多
（ヨ
８
一ヨ
ヨ
∽〔９

躙
‐
１２
）

フ
ラ
ン
ス

¨
馬
細
逸
（〓
“
あ
色
一８

湖
‐
６
）
里
昂
０
も
●
瑯
‐
６
）
巴
里
９
，
諄

概
‐
ｎ
）
巴
黎
（虚
‐
ｎ
）
布
魯
漢
秀
ｅ
『９
８
８

田
‐
７
）
排
沙
沸
（く
ｏ
あ
塾
】３

認
‐
‐３
）

ド
イ
ツ

¨
伯
林
（ω
ｑ
】Ｆ

蘭
‐
１３
）
厚
蘭
布
土
Ｃ
【”
●
〓
●
ユ

即
‐
６
）
咸
福
（〓
“
ヨ
・

０
●
編

鵬
１
７
）
涸
論
（バ
ｏ
す

制
‐
１２
）
眠
仁
見
（〓
●
●
ｏ
す
ｏ
●
湖
‐
７
）

オ
ラ
ン
ダ

¨
巌
秀
櫨
淡
（＞
日
∽けｏ
こ
”
ヨ
　
椰
‐
４
）
赫
久
（〓
ｏ
理
ｏ

郵
‐
１３
）
来
丁

Ｏ
ｏ
一Ｏ
ｏ
●
謝
‐
１４
）
布
朱
淡
（「
ｏ
一ａ
”
Ｂ

祀
‐
６
）
禄
櫨
淡
（”
望
けｏ
ａ
”
ヨ

＝
‐
１２
）

ポ
ル
ト
ガ
ル

¨
利
秀
繁
（Ｌ
∽σ
ｏ
●
１２
‐
１
）
蜜
浦
（Ｏ
ｏ
ｏ
二
ｏ
”
‐
６
〉

ス
ペ
イ

ン
一
可
社
朱
８
ａ
Ｓ

識
‐
６
）
可
多
瓦
６
ｏ
嗜３
Ｓ

硼
‐
１２
）
加
拉
拿
太

（Ｏ
Ｓ
●
”
０
，
５５‐
１
１
）
馬
斗
頼
（〓
“
０
「こ

湖
‐
１１
〉
細
勃
ａ
ｏ
く
一̈Ｆ

謝
‐
５
）
沙
羅

一日
桂
（Ｎ
”
『総
ｏ
Ｎ●
拉
１
１２
）

ベ
ル
ギ

一
安
道
岬
（＞
二
■
９
●
蒟
‐
８
）
富
羅
泄
（”
日
Ｏ
ｏ
ご

調
‐
９
）

イ
タ
リ
ア

¨
葛
羅
富
利
亜
８
●
】“
げ
おヽ

１２
‐
３
）
機
捌
（Ｚ
”
ｏ
ｏ
〓
２７
‐
８
）
布
厳
蔽
阿

伊
３
ｏ
日
●
ｏ
一
１０
‐
１４
）
羅
馬
（”
ｏ
日
０
器
１
２
）
詩
実
礼
の
一ｏ
】】ご

瞬
‐
９
）

グ
リ
ス

¨
阿
丹
（＞
，
ｏ
●
∽
節
‐
１３
）
秀
巴
陀
の
ｏ
Ｒ
Ｓ

鰤
‐
１３
）

ペ
ル
¨
葛
那
澳
（ｏ
●
】ざ

１１
‐
１４
）

以
上
、
『西
遊
見
聞
』
に
見
ら
れ
る
地
名
表
記
の
例
を
挙
げ
て
み
た
。
こ
れ
ら



に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
考
察
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ

，つ
。一

つ
目
は
、
全
て
の
地
名
が
漢
字
で
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、

日
本

・
中
国

。
韓
国
な
ど
の
漢
字
文
化
圏
で
は
外
国
の
地
名
を
表
記
す
る
と
き
、

漢
字
で
書
く
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
『西
遊
見
聞
』
で
も
こ
の
よ
う
な
慣
例
に
従

っ
て
い
る
。
地
名
を
漢
字
で
書
く
と
い
う
こ
と
は
、
今
の
考
え
方
か
ら
見
る
と

場
合
に
よ
っ
て
は
お
か
し
な
感
じ
も
す
る
が
、
当
時
韓
国
の
習
慣
か
ら
見
る
と

当
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

二
つ
目
は
、
地
名
の
表
記
に
は
中
国
の
表
記
を
受
け
入
れ
た
も
の
以
外
に
勲

吉
溶
自
身
が
考
案
し
た
も
の
が
多
い
が
、
中
に
は
日
本
か
ら
受
け
入
れ
た
も
の

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
式
の
表
記
の
導
入
問
題
に
つ
い
て
は
第
四

章
で
詳
し
く
見
る
こ
と
に
す
る
。

三
つ
目
は
、
漢
字
の
当
て
方
に
つ
い
て
で
あ
る
。
漢
字
文
化
圏
で
外
国
地
名

を
表
記
す
る
と
き
は
、
音
訳
法
と
意
訳
法

（例
え
ば
ア
メ
リ
カ
を

「合
衆
国
」

「花
筋
国
」
と
呼
ぶ
な
ど
）
と
訓
訳
法
な
ど
が
使
わ
れ
た
が
、
「西
遊
見
聞
』
に

は
音
訳
法
が
多
く
使
わ
れ
た
と
い
う
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
の
例
を

見
て
み
る
。

謁
那
富
馬
（＞
一ヽ
げ
”ヨ
●
３３
‐８
）
屈
羅
秀
古
（Ｑ
”“
ｏ■
輌
‐９
）

こ
れ
ら
は
全
て
ア
メ
リ
カ
式
英
語
発
音
に
対
応
す
る
韓
国
式
音
訳
で
あ
る
。
訓

訳
法
は
日
本
で
よ
く
使
わ
れ
た
方
法
で
、
「ア
ラ
ビ
ア
」
を

「荒
火
屋
」
と
書
く

方
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
韓
国
語
で
は
通
用
し
な
い
方
法
な
の
で

『西
遊
見
聞
』

に
は
一
件
も
出
て
こ
な
い
。

最
後
は
勲
吉
溶
が
使
っ
た
音
訳
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。
勲
吉
溶
は

『西
遊
見

聞
」
で
従
来
の
資
料
に
出
て
こ
な
い
地
名
や
都
市
名
を
音
訳
法
を
使
っ
て
記
し

て
い
る
。
勲
吉
溶
は
最
初
の
日
本
留
学
生
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
留
学
生
で
も
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
熊
吉
溶
は
ア
メ
リ
カ
の
留
学
生

出
身
ら
し
く
、
ア
メ
リ
カ
式
英
語
の
発
音
で
地
名
や
都
市
名
を
書
い
て
い
る
。

次
の
例
を
見
て
み
る
。

富
禄
吉
仁
０
８
窯
】百

ψ
‐
９
）
那
逸
江
（５６
‐
９
）
多
仏
仁
ｅ
ｃ
〓
コ
瓢
‐
１２
）

秀
巴
陀
の
ｏ
”
二
”
”
‐
１３
）
美
時
干
湖
（調
‐
６
）

上
に
示
し
た
方
法
は
、
原
語
の
発
音
を
韓
国
式
に
読
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
音
節

に
類
似
す
る
音

（韓
国
の
字
音
）
を
持

っ
た
漢
字
を
当
て
て
い
く
方
法
で
あ
る
。

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
都
市

「ω
８
ｏ
府
【ヽ
２

は
、
ま
ず
原
語
を

「旦
三
詈
嘔
」

の
よ
う
に
韓
国
式
に
読
ん
だ
後
、
各
音
節
の
発
音
に
類
似
し
た
韓
国
漢
字

「富
、

禄
、
吉
、
仁
」
を
そ
れ
ぞ
れ
当
て
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
英
語
と
漢
文

両
方
と
も
分
か
る
勲
吉
溶
に
と
っ
て
は
、
十
分
可
能
な
方
法
で
あ

っ
た
と
思
わ

れ
る
。

三
・
三
、
「西
遊
見
聞
』
の
人
名
表
記

『西
遊
見
聞
』
に
は
西
洋
で
見
聞
し
た
事
を
記
し
た
啓
蒙
書
の
せ
い
か
、
東

洋
人
の
名
前
は
見
当
た
ら
ず
、
登
場
人
物
六
七
名
全
て
が
西
洋
人
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
西
洋
文
明
を
発
展
さ
せ
る
上
で
貢
献
し
た
王
、
政
治
家
、
思
想
家
、
教

育
者
、
科
学
者
、
発
明
家
、
学
者
な
ど
が
大
半
を
占
め
、
特
に
科
学
者
が
多
く

出
て
い
る
の
が
目
に
つ
く
。
こ
れ
ら
を
全
て
挙
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

肇
智
王
（６７
‐
‐２
）
宝
利
柔
（鵬
‐
８
）
蒔
高
久
秀
（渦
‐
１４
）
謁
厚
礼
度
王
（”
‐
１４
）

拿
破
輸
（困
‐
１２
）
谷
寿
／
氏
（困
‐
１３
）
耶
蘇
（閣
‐
ｎ
）
胡
邁
（脚
‐
３
）
喜
時
遂

（脚
１３
〉
扁
道
（躙
‐
４
）
秋
時
伊
（棚
‐
４
）
杜
娯
道
（脚
‐
４
）
弼
婁
台
（脚
‐
４
）

脱
累
秀
（躙
‐
５
）
皮
宅
高
（脚
‐
５
）
偲
嗜
頼
（脚
‐
６
）
阿
利
秀
（陽
‐
６．
）
斐
昆

（躙
１
９
）
麦
那
秀
（脚
‐
４
）
布
蘭
施
（脚
‐
１２
）
斐
坤
徳
（脚
‐
１２
）
可
道
寿
（脚
‐

・２
）
葛
逸
人
逆
（皿
‐
１
）
婁
富
（凱
‐
２
）
柳
頓
（凱
‐
５
）
咸
発
垢
（皿
‐
ｎ
）
恵
質

（皿
‐
‐２
）
来
伯
（皿
‐
１３
）
赳
比
姉
（鍛
‐
１４
）
礼
排
頼
（Ｗ
‐
１
）
阿
頼
高
（Ｗ
‐
２
〉



代
排

（盟
‐
３
）
解
密
敦
（翻
‐
４
）
親
達
（盟
‐
６
）
鶴
活
礼
（観
‐
７
）
秀
遍
瑞
（観

１８
〉
毛
御
秀
（翻
‐
９
）
何
伊
土
（Ｗ
‐
１０
〉
察
礼
寿
（鵬
‐
５
）
馬
華
利
（獅
ｉ
ｎ
）

高
寿
多
厚
（鰤
‐
２
〉
厚
礼
突
益
（躙
‐
７
）
馬
賀
逸
（躙
‐
９
）
朱
寿
（脚
‐
５
）
布
施

敦
（鯛
‐
６
〉
愛
抜
論
（翻
‐
７
〉
阿
台
美
秀
（棚
‐
７
）
虚
媚
秀
（躙
‐
９
）
喜
羅
（躙
‐

ｎ
）
愛
台
那
（湖
‐
１１
）
喜
施
野
（躙
‐
１２
）
帯
美
陀
（躙
‐
１２
）
非
那
秀
（鯛
‐
１３
）
馬

頼
（即
‐
１１
）
婁
憶
（鶴
‐
１４
）
礼
遂
発
（価
‐
４
）
瓦
妬
（価
‐
５
）
魯
彬
遜
（孵
‐
３
）

可
大
涅
（貯
‐
８
）
寿
大
渾
（偶
‐９
）
焚
敦
（颯
‐
１０
〉
謝
施
（綱
‐
１４
）
毛
務
寿
（４７９
‐

２
）
華
盛
敦
／
氏
（硼
‐
１
〉
酌
遜
／
氏
（翻
‐
３
）
顕
利
王
（圏
‐
３
）
路
易
王
（圏
‐

３
）

こ
れ
ら
人
名
表
記
を
考
察
し
て
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
原
語
の
発
音
を
韓
国
式

に
読
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
の
音
節
に
韓
国
の
字
音
字
を
当
て
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
日

本
式
の
表
記
と
は
関
連
が
な
く
、
熊
吉
溶
自
身
が
考
案
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四
、
日
本
式
表
記
と
の
関
連
性

こ
こ
で
は

『西
遊
見
聞
』
に
書
か
れ
た
外
国
地
名
表
記
と
日
本
式
表
記
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

四
。
一
、
調
査
方
法

『西
遊
見
聞
』
に
日
本
式
の
地
名
表
記
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

『西
遊
見
聞
』
が
現
れ
る
前
に
日
本
で
す
で
に
該
当
す
る
表
記
が
な
く
て
は
な

ら
ず
、
ま
た
調
査
を
通
し
て
こ
の
よ
う
な
点
を
確
認
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
た
め
に
は
二
つ
の
方
法
を
通
じ
て
こ
れ
を
調
査
す
る
こ
と
に
し
た
。

ま
ず
は

『西
洋
事
情
』
と
の
関
連
性
の
調
査
で
あ
る
。
勲
吉
溶
は
日
本
に
留

学
中
、
『西
洋
事
情
』
の
著
者
で
あ
る
福
沢
諭
吉
の
家
で
起
居
し
な
が
ら
福
沢
諭

吉
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
て
お
り
、
実
際
に

『西
洋
事
情
』
を
読
ん
で
い
る
。

ま
た
、
『西
遊
見
聞
』
の
二
〇
編
の
中
、
三
、
四
、
五
、
六
、
七
、
八
、　
三
二
、

一
七
、↑
一
八
編
は

『西
洋
事
情
』
の
内
容
か
ら

一
部
ま
た
は
全
部
分
を
翻
訳
し

て
お
り
、
こ
の
翻
訳
過
程
に
お
い
て
、
日
本
表
記
を
受
け
入
れ
た
可
能
性
が
あ

る
と
見
る
た
め
で
あ
る
。

も
う

一
つ
の
方
法
は

『西
洋
事
情
』
以
外
の
日
本
資
料
の
調
査
で
あ
る
。
勲

吉
溶
は
日
本
留
学
中
に
日
本
の
開
化
書
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
お
り
、
の
ち
に
現

実
政
治
に
関
与
し
た
頃
、
日
本
方
式
に
開
化
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
彼

が
残
し
た
著
作
物
の
中
に
は
日
本
式
の
用
語
と
表
記
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
日
本
式
用
語
と
表
記
は
、
主
に
彼
が
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
と
き
に
覚

え
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
他
の
日
本
資
料
の
調
査
は
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。
今
回
調
査
し
た
資
料
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は

主
に
勲
吉
溶
が
日
本
留
学
時
に
読
ん
だ
と
推
定
さ
れ
る
開
化
書
と
辞
書
類
、
江

戸
時
代
の
外
国
地
名
の
表
記
資
料
、
外
国
の
地
名
表
記
を
調
査
し
整
理
し
た
資

料
な
ど
で
あ
る
。

一
、
宛
字
外
来
語
辞
典
編
輯
委
員
会
貧

九
七
九
）、
『宛
字
外
来
語
辞
典
し
、

柏
書
房
、　
一
九
七
九

。
一
一

二
、
遠
藤
好
英
２

九
八
八
）、
「外
来
語
漢
字

一
覧
」、
『漢
字
講
座
九

近
代

文
学
と
漢
字
』
（佐
藤
喜
代
治
編
）、
明
治
書
院
、　
一
九
八
八
・
六

三
、
新
井
白
石
の

『和
蘭
風
説
書
』、
「西
洋
紀
聞
』

四
、
福
沢
諭
吉
の

『西
洋
事
情
』
、
『世
界
国
尽
』
、
『学
問
の
す
す
め
』、
『文

明
論
の
概
略
』

五
、
『西
国
立
志
編
』

六
、
『附
音
挿
図

英
和
字
彙
』
（柴
田
。子
安
編
、　
一
八
七
三
）、
『和
英
語
林

集
成
』
（国
ｏ
つ
げ
日
●
編
、　
一
八
六
九
）

そ
の
ほ
か
に
本
稿
で
は
日
本
表
記
と
中
国
表
記
の
関
連
性
を
考
察
す
る
た
め

に
、
ｒ
ｏ
σ
多
ｏ
】０
の

『英
華
字
典
』
盆

八
六
六
上

八
六
九
、
香
港
）
と

『坤
輿



万
国
全
図
』
な
ど
も
調
査
し
た
。

四
。
二
、
調
査
結
果

四
。
一Ｔ

一
、
『西
洋
事
情
』
の
翻
訳
部
分
に
あ
ら
わ
れ
る
表
記

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「西
遊
見
聞
』
の
内
容
の
中
に
は

『西
洋
事
情
』
の
特

定
部
分
を

一
部
ま
た
は
全
部
分
翻
訳
し
て
い
る
が
、
調
査
の
結
果
こ
の
部
分
は

本
来
外
国
地
名
と
人
名
表
記
の
出
現
が
比
較
的
少
な
い
部
分
で
あ
り
、
調
査
対

象
語
は
多
く
な
か
っ
た
。
二
つ
の
資
料
に
見
ら
れ
る
地
名
表
記
が
一
致
す
る
か

ど
う
か
は
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
た
フ
ァ
イ
ル
を
検
索
す
る
方
法
で
進
め
た
。
『西

洋
事
情
』
の
該
当
部
分
の
中
、
外
国
地
名

。
人
名
表
記
の
う
ち
漢
字
で
表
記
さ

れ
た
も
の
を
全
て
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

欧
羅
巴

拿
破
輪

魯
西
亜

普
魯
士

仏
蘭
西

西
班
牙

瑞
典

蘇
格
蘭

亜
米
利
加

亜
米
利
加
合
衆
国

英
国

英
吉
利

竜
動

巴
黎
府

巴
理
斯

葡
萄
牙

彼
得
堡

荷

蘭

合
衆
国

華
盛
頓

こ
れ
ら
二
〇
例
の
内
、　
一
五
例
は

『西
遊
見
聞
』
の
そ
れ
と
一
致
し
、
魯
西
亜

と
普
魯
士
、
竜
動

（イ
ギ
リ
ス
の
首
都
、
ロ
ン
ド
ン
）、
巴
理
斯

（フ
ラ
ン
ス
の

首
都
、
パ
リ
の
ア
メ
リ
カ
式
発
音
）、
華
盛
頓

（ア
メ
リ
カ
の
首
都
）
な
ど
五
例

だ
け
は

『西
洋
事
情
』
の
表
記
と
一
致
し
な
い
。
こ
れ
を
見
る
と
、
☆
吉
溶
は

『西
洋
事
情
』
を
翻
訳
し
な
が
ら
日
本
の
外
国
地
名

。
人
名
表
記
を
参
考
に
し

た
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

四
。
二
・
二
、
「西
洋
事
情
」
以
外
の
資
料
と
の
関
連
性

『西
洋
事
情
』
以
外
の
資
料
に
つ
い
て
の
調
査
は
、
福
沢
諭
吉
の
他
の
著
作

物
と
当
時
出
版
さ
れ
た
開
化
書
を
中
心
に
調
べ
、
江
戸
時
代
以
前
の
資
料
も
考

察
の
対
象
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
「西
遊
見
聞
』
に
見
ら
れ
る
地
名
。人
名
表
記

の
内
、
日
本
資
料
に
す
で
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
は
次
の
通
り
九
四
例
で
あ
る
。

〈大
陸
名
〉

亜
細
亜
洲
（略
称

亜
洲
）
欧
羅
巴
洲
（略
称

欧
洲
）
北
阿
美
利
加
洲

南

阿

美
利
加
洲

美
洲
阿
弗
利
加
洲

大
洋
洲
（大
西
洲
）

〈
五
大
洋
名
〉

北
極
海

南
極
海

大
西
洋

太
平
洋

印
度
海

〈国
家
名
〉

ア
ジ
ア
州

¨
緬
旬

西
蔵

遅
羅

新
嘉
崚

阿
富
汗

安
南

證
八

猶
太

伊
蘭

印
度

日
本

巴
礼
斯
坦

波
斯

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
州

¨
諾
威

大
不
列
顛

英
吉
利

英
国
（略
称
は

英
）
白
耳
義

普
魯
士

（略
称
は

並５

宝
妬
尼
亜

仏
蘭
西
（仏
）
山
馬
利
路

西
班
牙

西
比
亜

瑞
西

瑞

典
俄
羅
斯

安
道
羅

愛
爾
蘭
（島
）
爾
蘭
（島
）
嗅
地
利

伊
太
利

日
耳
曼

丁
抹

土
耳
基

葡
萄
牙

荷
蘭

和
蘭

匈
牙
利

希
臓

ア
フ
リ
カ
州

¨
埃
及

蘇
丹

社
立
八
利

社
尼
斯

ア
メ
リ
カ
州

¨
墨
西
号

秘
魯

亜
然
丁

尼
可
羅
果

智
利

巴
西

合
衆
国

花
妨
国

北
美
合
衆
国

阿
美
利
加

オ
セ
ア
ニ
ア
州

¨
大
洋
洲

楼
質
蘭

〈地
域
、
行
政
区
域
名
〉

紐
約
府

羅
馬
府

固
以
府

巴
里
府

巴
黎
府

紐
約
州

布

畦

〈自
然
地
名
〉

楊
子
江

里
竜̈
江

蘇
格
蘭
島

愛
爾
蘭
島

伊
太
利
半
島

太
平
洋
海

邊

黄
河

可
秀
比
安
海

地
中
海

紅
海

黒
海

〈都
市
名
〉

紐
約

桑
港

華
盛
敦

園
敏

巴
里

伯
林

羅
馬

〈
人
名
〉

拿
破
輪

耶
蘇

華
盛
敦

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を

「阿
美
利
加
」
と

「和
蘭
、
荷
蘭
」
の
例
を
挙
げ
て
説

明
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

今
日
、
美
国
と
し
て
呼
ば
れ
る
国
に
対
し
て

『西
遊
見
聞
』
で
は

「阿
美
利

加
、
合
衆
国
、
花
妨
国
、
北
美
合
衆
国
」
な
ど
四
通
り
の
表
記
が
あ
ら
わ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
日
本
資
料
で
使
わ
れ
た
記
録
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

阿
美
利
加

¨
亜
墨
利
加
（増
補
華
夷
通
商
考
、
一
七
〇
九
）、
朱
覧
異
言
２



九

一
三
）、
万
国
公
法
盆

八
六
八
）

亜
米
利
加
（窮
理
通
、　
一
八
三
六
）

美
利
加
（横
浜
新
聞
も
し
ほ
草
、　
一
八
六
八
）

亜
美
利
加
（万
国
公
法

開
成
所
醜
訳
版
、　
一
八
六
六
）

合
衆
国

¨
地
学
正
宗
２

八
四
七
）、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（特
命
全
権
大
使
米

（９
）

欧
回
覧
実
記
、　
一
八
六
〇
）

花
旅
国

¨
花
旅
国
（特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
、　
一
八
六
〇
）

北
美
合
衆
国

¨
合
衆
国
（特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
、　
一
八
六
〇
）

上
の
例
を
見
る
と
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
四
通
り
の
呼
び
名
は
日
本
で
既
に
一

八
世
紀
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に

「オ
ラ
ン
ダ
」
に
つ
い
て
の
表
記
で
あ
る
。
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
と
は
一

七
世
紀
以
降
、
交
流
が
始
ま
り
、
鎖
国
政
策
を
と
る
中
で
も
、
唯

一
交
流
を
し

た
西
洋
の
国
で
も
あ
る
。
こ
う
い
う
事
情
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
は
日
本
資
料
に
一
八

世
紀
初
か
ら

「和
蘭
、
阿
蘭
、
阿
蘭
陀
、
荷
蘭
、
蝸
蘭
、
紅
毛
、
オ
ラ
ン
ダ
」

と
い
う
名
前
で
出
現
し
、
『西
遊
見
聞
』
に
見
ら
れ
る
和
蘭
と
荷
蘭
は
次
の
資
料

に
見
ら
れ
る
。

和
蘭

¨
西
洋
紀
聞
盆

七
〇
八
）、
世
界
国
尽
２

八
七
九
）

荷
蘭

¨
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
２

八
六
〇
）

上
の
記
録
を
見
る
と
、
「和
蘭
」
と

「荷
蘭
」
は

『西
遊
見
聞
」
以
前
に
日
本
で

使
わ
れ
て
い
た
表
記
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
一
つ
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
中
国
の
地
名
表
記
で
あ
る
。
上

の
リ
ス
ト
に
は
緬
旬
、
西
蔵
、
遅
羅
、
新
嘉
跛
、
阿
富
汗
、
安
南
、
酷
八
、
猶

太
、
蘭
伊
、
印
度
、
波
斯
、
楊
子
江
、
黒
竜
江
、
地
中
海
、
紅
海
、
黒
海
、
桑

港
、
華
盛
敦
な
ど
、
中
国
で
古
く
か
ら
表
記
し
て
き
た
外
国
地
名
（主
に
ア
ジ
ア

の
地
名
）
と
中
国
内
の
地
名
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ン」
れ
ら
は
は
や
く
か
ら
中
国
で

使
用
さ
れ
た
も
の
で
、
日
本
に
紹
介
さ
れ
通
用
さ
れ
た
中
国
起
源
の
表
記
と
し

て
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
各
表
記
の
起
源
問
題
を
論
ず
る

こ
と
が
目
的
で
は
な
い
た
め
、
日
本
資
料
に
使
用
さ
れ
た
も
の
に
限
定
し
た
。

地
名
表
記
の
起
源
問
題
は
ま
た
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

四
。
二
・
三
、
喩
吉
潜
自
身
が
考
案
し
た
表
記

次
は
勲
吉
溶
自
身
が
考
案
し
た
表
記
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ま
ず
、
「筆
立
彬
」

と
「埃
乙
布
山
」
の
場
合
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
（”
〓
】】一ｏ
【●
９

を
意
味
す
る

「事
立
彬
」
は
今
回
調
査
し
た
日
本
資
料
に
は
見
ら
れ
ず
、
次
の

例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

「呂
宋
」
「比
利
皮
那
」
「比
律
賓
」
「比
立
」
な
ど
が
日

本
で
使
わ
れ
て
い
る
。

呂
宋

¨
海
外
人
物
輯
貧

八
五
四
）

比
利
皮
那

¨
外
国
情
書
盆

八
二
九
）

比
律
賓

¨
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
２

八
六
〇
）、
新
選
万
国
地
図

（
一
八
九
五
）

比
立

¨
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
２

八
六
〇
）

句
〓
【】【ｏ
一●
ｏ
の
日
本
式
発
音
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
、
「比
」
が
日
本
発
音

「比
」
（フ

ィ
）
に
近
い
。
と
こ
ろ
が

「華
」
は
日
本
音
で

「ゴ
一言
」
♂

ｏ̈す
ご
と
な
り
、
日

本
式
発
音
で
は
合
わ
ず
、
日
本
語
で
は

ヽ
す
】】̈
●
一●
ｏ
を
表
記
す
る
に
は
適
し
な

い
。
そ
れ
で
は

『西
遊
見
聞
』
の

「事
立
彬
」
は
ど
こ
か
ら
来
た
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
筆
者
は
こ
れ
が
勲
吉
溶
自
身
が
考
案
し
た
表
記
と
考
え
て
い
る
。
「事
立

彬
」
は

「
コ
】】一ｏ
一●
ｏ
を
韓
国
式
に
読
ん
で
韓
国
語
の
字
音
で
当
て
た
表
記
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

最
後
に

「埃
乙
布
山
」
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
「埃
乙
布
山
」
は

ス
イ
ス
に
あ
る
山
、
ア
ル
プ
ス

（＞
】ｏ
し

を
指
す
も
の
で
、
今
回
調
査
し
た
資

料
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
「埃
」
の
日
本
の
漢
字
音
は

「ア
イ
」
Ｃ
じ

で
、
ア



ル
プ
ス
山
を
表
記
す
る
に
は
適
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
『西
遊
見
聞
』
以
前
の
中

国
資
料
を
見
て
も
、
「埃
乙
布
」
は
見
ら
れ
な
い
。
い
ｏ
Ｆ
す
ｏ
こ

の
『英
華
字
典
』

（
一
八
六
六
）
に
は

＞
【ｏ
∽
Ｂ
ホ
Ш
」
Ｂ
ｏ
●
●
一”
』●
∽
一●
∽ｏ
●
一す
ｏ
『●
”
●
『ｏ
つ
ｏ

と
あ
る
。
ま
た
、
問
題
は

「乙
」
に
あ
る
。
「乙
」
は
中
国
や
日
本
で
音
借
を
す

る
時
使
わ
ず
、
韓
国
の
吏
読
表
記
で
〔１
〕を
表
記
す
る
と
き
よ
く
使
う
字
で
あ

る

（例

¨
詈

石
乙
、
Ｚ
）。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
見
る
と
、
「埃
乙
布
山
」
の
「埃

乙
」
は
韓
国
発
音

「讐
」
ま
た
は

「赳
」
を
表
記
し
た
も
の
で
、
間
違
い
な
く

勲
吉
溶
自
身
の
表
記
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『西
遊
見
聞
』
に
は
地
名
表
記
四
三
四
例
、
人
名
表
記
六
七
例
、
計
五
〇

一

例
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
中
で
日
本
資
料
と

一
致
す
る
も
の
は
上
で
見
た
よ
う

に
、
地
名
表
記
九
六
例

（全
体
の
一
九

・
〇

一
％
）
と
人
名
表
記
三
例

（全
体

の
四

・
五
％
）
で
あ
る
。
こ
の
結
果
か
ら
楡
吉
溶
は

『西
遊
見
聞
』
を
編
纂
し

た
時
、
外
国
人
名
と
地
名
表
記
に
お
い
て
日
本
の
表
記
を
参
考
に
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
勲
吉
溶
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に
日
本
式
表
記
を
導
入
し
、
ど
の
よ

う
な
場
合
に
自
ら
考
案
し
た
表
記
を
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ

い
て
筆
者
の
見
解
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
導
入
さ
れ
た
日
本
式
表
記
を
見
る
と
、

共
通
点
と
し
て
日
本
で
語
形
が
固
定
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
ま
た
発
音
上
、
韓

国
人
に
抵
抗
感
が
少
な
い
も
の
が
多
い
。
ま
た
も
う

一
つ
の
特
徴
は
中
国
起
源

の
表
記
が
多
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
式
の
外
国

地
名
の
う
ち
、
漢
字
表
記
語
は
中
国
に
起
源
を
有
す
る
も
の
が
多
く
、
中
国
資

料
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
楡
吉
溶
に
こ
れ
ら
の
表
記
を
導
入
す
る
こ
と
は
抵
抗

感
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。　
一
方
、
熊
吉
溶
自
ら
考
案
し
た
表
記

は
当
時
、
啓
蒙
書
的
な
性
格
を
帯
び
た
地
理
書
に
ほ
と
ん
ど
あ
ら
わ
れ
な
い
。

当
時
の
啓
蒙
書
は
六
大
陸
や
五
大
洋
、
国
家
名
な
ど
を
説
明
し
た
も
の
が
大
部

分
で
あ
っ
た
。
『西
遊
見
聞
』
の
内
容
は
、
日
本
留
学
と
ア
メ
リ
カ
留
学
で
見
聞

き
し
た
こ
と
と
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
を
通
し
て
自
ら
会
得
し
た
も
の
が
主
で
あ

る
が
、
そ
の
当
時
は
、
西
洋
の
人
名
や
地
名
ま
で
詳
し
く
示
す
書
は
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
重
要
な
理
由
の
一
つ
と
し
て
は
、
日
本
式
表
記
が
韓
国

発
音
に
ぴ
っ
た
り
合
わ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
を
挙
げ
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
場
合
の

「比
利
皮
那
」
「比
律
賓
」
「比
立
」
は
、
韓
国
発
音
で

「司
■
■

■
、
司
３
赳
、
■
瑠
」
に
な
り
原
発
音
と
か
な
り
の
違
い
が
あ
ら
わ
れ
、
こ
れ

は
、
ア
メ
リ
カ
ま
で
留
学
し
た
會
吉
溶
に
と
っ
て
は
受
け
入
れ
る
こ
と
が
難
し

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

五
、
ま
　
　
と
　
　
め

以
上
、
『西
遊
見
聞
』
に
勲
吉
溶
が
導
入
し
た
日
本
式
の
地
名
。人
名
表
記
に

つ
い
て
考
察
し
て
み
た
。
調
査
結
果
、
楡
吉
溶
は

『西
遊
見
聞
』
を
執
筆
し
な

が
ら
外
国
の
人
名
と
地
名
の
約
二
割
程
度
を
日
本
語
か
ら
受
け
入
れ
た
と
い
う

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
筆
者
は
、　
一
九
八
五
年
に
発
表
し
た
論
文
で

『西
遊
見

聞
』
に
二
九
〇
余
り
の
日
本
の
漢
語
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
一
般
語
彙
と
と
も
に
地
名
や
人
名
も
日
本
式
の
表
記

を
導
入
し
た
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
日
本
式
の
地
名

。
人
名
表
記
と
中
国
資

料
と
の
関
連
性
を
調
査
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
外
国
地
名
の
漢
字
表
記
は

本
来
中
国
で
始
ま
り
、
韓
国
と
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
が
多
い
。
ま
た
本
来

の
起
源
を
問
い
詰
め
て
み
る
と
、
中
国
式
表
記
で
は
あ
る
が
中
国
で
は

一
般
化

せ
ず
日
本
で
一
般
化
し
た
も
の
、
た
ま
た
ま
語
形
が

一
致
す
る
も
の
な
ど
、
と

て
も
複
雑
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
韓
国

。
中



国

。
日
本
の
三
国
の
用
例
を
収
集
し
、
綿
密

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ

に
つ
い
て
の
検
討
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
す
る
こ
と
に
す
る
。

圧̈（１
）

こ
れ
ら
の
研
究
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

李
漢
賛
２
九
八
四
）、
現
代
韓
国
語
に
入
っ
て
い
る
日
本
語
―
―
日
本
で
一
部
ま

た
は
全
部
が
訓
読
さ
れ
る
語
を
中
心
に
、
語
文

四
四
、
大
阪
大
学
国
文
学

研
究
室
、　
一
九
八
四
。
一
一
、　
一
五
上
〓
ハ

李
漢
雙
２

九
八
五
）、
■西
遊
見
聞
」
の
漢
字
語
に
つ
い
て
―
―
日
本
か
ら
入
っ
た

語
を
中
心
に
―
―
国
語
学

一
四
一
、
国
語
学
会
、
一
九
八
五
上
ハ
、
二
九
‐

五
〇

李
漢
雙
２

九
九
八
）、
朴
泳
孝
の
建
白
書
に
現
れ
る
日
本
漢
語
に
つ
い
て
、
国
語

語
彙
史
の
研
究

一
七
、
国
語
語
彙
史
研
究
会
、　
一
九
九
八
二

〇
、
三
六

八
些
一四
八

（２
）
　

「西
遊
見
聞
し
の
成
立
お
よ
び
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
に
詳
し
い
説
明

が
あ
る
。

金
泰
俊
２

九
七
四
）、
■西
遊
見
聞
」
西
洋
事
情
、
読
書
新
聞

一
九
七
四
年

一
〇

月
二
七
日
付

柳
永
益
２

九
九
〇
）、
『西
遊
見
聞
じ
論
、
韓
国
史
市
民
講
座

第
七
輯
、　
一
潮
閣

李
光
麟
２

九
七
九
）、
勲
吉
溶
の
改
化
思
想
、
韓
国
改
化
思
想
研
究
、　
一
潮
閣

任
展
慧
２

九
九
四
）、
日
本
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
文
学
と
歴
史
、
法
政
大
学
出
版

局

（３
）

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
任
展
慧
２

九
九
四
）
の

『日
本
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
文
学
と

歴
史
」
四
五
頁
に
詳
し
い
調
査
が
あ
る
。

（４
）

世
界
地
名
大
事
典
２

九
七
三
、
渡
邊
光
編
、
朝
倉
書
店
）
に
よ
る
。

（５
）

「海
国
図
誌
』
の
韓
国
伝
来
と
影
響
に
つ
い
て
は
李
光
麟
の
『韓
国
改
化
史
研
究
』

（
一
潮
閣
、　
一
九
六
九
）
二
～

一
八
頁
を
参
照
す
る
こ
と
。

（６
）

小
林
雅
宏
２

九
八
二
）、
明
治
初
期
の
翻
訳
書
か
ら
み
た
外
国
地
名
の
表
記

（文

研
諭
集

八
、
専
修
大
学
大
学
院
）

一
四
二
頁
を
参
照
す
る
こ
と
。

（７
）

韓
国
近
代
語
の
資
料
と
し
て
の
■西
遊
見
聞
」
に
つ
い
て
は
、
李
漢
整
２

九
八
五
）

の

「西
遊
見
聞
」
の
漢
字
語
に
つ
い
て

（国
語
学

一
四

一
、
国
語
学
会
）
を
参
照
す

２
一

こ

し
ｃ

。

（８
）

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
李
漢
雙
２

九
八
五
）
と
任
展
慧
２

九
九
四
）
の
論
文
を
参

照
す
る
こ
と
。

（９
）

合
衆
国
と
い
う
単
語
の
成
立
、
お
よ
び
日
本
へ
の
伝
来
に
つ
い
て
は

、斎
藤
毅
の

明
治
の
こ
と
ば

東
か
ら
西
へ
の
架
け
橋
』
（講
談
社
、　
一
九
七
七
）
を
参
照
す
る
こ

参
考
文
献

金
泰
俊
２

九
九
七
）、
外
国
へ
の
憧
憬
と
祖
国
へ
の
回
帰
―
―
勲
吉
溶
の

「西
遊
見
聞
」、

福
沢
諭
吉
の

『西
洋
事
情
」
と
の
関
連
を
中
心
に
―
―
、
東
京
女
子
大
学
比
較
文
化
研

究
所
紀
要

五
八
、
東
京
女
子
大
学
比
較
文
化
研
究
所
、　
一
九
九
七

。
一

成
元
慶
２

九
八
三
）、
１
西
遊
見
聞
ヒ

で
漢
訳
さ
れ
た
各
国
家
名
致
、
東
方
学
誌

〓
一六

三
七
合
輯
、
延
世
大
国
学
研
究
院

柳
永
益
２

九
九
〇
）、
「西
遊
見
聞
』
論
、
韓
国
史
市
民
講
座

第
七
輯
、　
一
潮
閣

李
光
麟
２

九
七
九
）、
勲
吉
溶
の
改
化
思
想
、
韓
国
改
化
思
想
研
究
、　
一
潮
閣

李
光
麟
２

九
六
九
）、
韓
国
改
化
史
研
究
、　
一
潮
閣

李
漢
雙
２

九
八
五
）、
『西
遊
見
聞
』
の
漢
字
語
に
つ
い
て
、
国
語
学

一
四

一
、
国
語
学

△天
日
本
）、　
一
九
八
五

・
六

任
展
慧
２

九
九
四
）、
「日
本
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
文
学
と
歴
史
し
、
法
政
大
出
版
局
、　
一

九
九
四

鄭
英
淑
２

九
九
八
）、
福
沢
諭
吉
と

『西
遊
見
聞
し
に
み
ら
れ
る
外
国
国
家
名
の
漢
字
表

記
に
つ
い
て
、
古
岩
黄
聖
圭
博
士
定
年
記
念
論
文
集
、
古
岩
責
聖
圭
博
士
定
年
記
念
論

文
集
刊
行
委
員
会

宛
字
外
来
語
辞
典
編
輯
委
員
会
２

九
七
九
）、
宛
字
外
来
語
辞
典
、
柏
書
房
、
一
九
七
九
・

一
一

遠
藤
好
英
２

九
八
八
）、
外
来
語
漢
字

一
覧
、
漢
字
講
座
九

近
代
文
学
と
漢
字
（佐
藤
喜

代
治
編
）、
明
治
書
院

小
林
雅
宏
２

九
八
二
）、
明
治
初
期
の
翻
訳
書
か
ら
み
た
外
国
地
名
の
表
記
、
文
研
論
集

八
、
専
修
大
学
大
学
院

佐
伯
哲
夫
２

九
八
六
）、
維
新
前
後
の
新
聞
に
見
る
外
国
地
名
の
漢
字
表
記
、
神
戸
大
学

国
語
年
誌

六

西
浦
英
之
２

九
七

一
）、
幕
末

。
明
治
初
期
の
新
聞
に
現
れ
た
外
国
名
商
称
呼

・
表
記
に

っ
い
て
、
皇
学
館
大
学
紀
要

九
、
皇
学
館
大
学
、　
一
九
七

一

水
持
邦
雄
２

九
九
〇
）、
明
治
初
期
に
お
け
る
外
国
地
名
の
漢
字
表
記
に
つ
い
て
、
金
沢

大
学
語
学
。
文
学
研
究

一
九
、
金
沢
大
学
教
育
学
部
国
語
国
文
学
会
、　
一
九
九
〇
・
七

―
―
高
麗
大
学
校
教
授
―
―


